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themselves  united  by  the  common  denominator  of  their  aim  to  oppose  logical  positivism  
and  “rediscover  the  virtue”.  

If  this  is  the  general  framework,  it  is  highly  significant  to  focus  on  three  theoretical  
threads  intertwined  in  Iris  Murdoch’s  work,  the  individual,  Good  and  virtue:  the  
Philosopher  considers  how  the  subject,  through  the  exercise  of  virtue  in  daily  life,  
establishes  a  relationship  with  the  Good,  understood  in  a  Platonistic  way  as  impersonal  
and  transcendent.

Distancing  herself  from  Behaviourism,  Murdoch’s  first  step  is  that  of  demonstrating  
the  existence  of  the  inner  life:  seeking  to  provide  a  realistic  image  of  the  individual,  
Murdoch  asserts  that  the  subject  is  selfish  by  nature,  his  psyche  is  characterized  by  a  
relentless  system  continuously  devoted  to  taking  care  of  its  own  interests.  Not  only  must  
ethics  relate  to  the  whole  individual,  but  it  must  also  possess  virtue  as  its  central  pivot:  
virtue  is  the  only  one  that  “pierces  the  veil”  of  the  subject’s  selfishness,  so  that  he  may  
have  a  relationship  with  reality  and  may  perceive  the  Good  as  transcendent.  Finally,  
retrieving  the  ontological  proof  of  Anselm,  Murdoch  demonstrates  that  nothing  is  more  
important  in  philosophy  and  theology  than  the  idea  of  Good.  

Within  the  present-day  debate,  Iris  Murdoch,  like  Paul  Ricoeur,  defends  the  theory  
that  ethics  should  not  be  confined  to  the  sphere  of  the  normative  dimension.  For  her,  
ethics  is  not  primarily  a  theory  of  duty;  it  is,  rather,  a  theory  of  the  knowledge  of  
reality:  an  ethical  life  depends  on  how  we  view  reality,  things  and  others.  Murdoch,  in  a  
preliminary  way,  invites  us  to  test  the  pertinence  of  our  pre-comprehensions  and  prejudices 
（which  we  often  assume  in  an  a-critical  manner  from  the  current  e-thos）:  only  in  this  
way  can  we  reach  the  most  correct  level  of  knowledge  possible,  which  corresponds  to  the  
reality  of  facts,  and  which  is  capable  of  orienting  our  moral  behaviour.

研究発表要約

Are  Iris  Murdoch’s  foxes  Japanese? 
Kitsuné  myth  and  Zen  Buddhism   

in  The  Philosopher’s  Pupil  and  The  Message  to  the  Planet

Fiona  Tomkinson

This  paper  advances  the  hypothesis  that  Iris  Murdoch  was  making  use  of  Japanese  
kitsuné  myth  in  her  references  to  foxes  in  The  Philosopher’s  Pupil,  The  Message  to  the  
Planet,  The  Book  and  the  Brotherhood  and  perhaps  also,  more  fleetingly,  in  earlier  works  
such  as  Henry  and  Cato  and  The  Black  Prince.    

The  Philosopher’s  Pupil,  like  a  number  of  Murdoch’s  novels,  makes  a  number  of  
references  to  Japan:  Stella’s  father  in  Tokyo  has  given  her  a  netsuke  collection;  Rozanov  
has  a  Japanese  doctor;  there  is  a  Japanese  vase  in  the  Slipper  House.  The  novel  is  
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転化。どれも貴重なお話であった。
学会終了後、大学横のアイビーホール（青学会
館）にて懇親会が行われた。野中先生、そして海
外からいらした発表者お二人のご参加を得ること

もでき、英語と日本語が入り混じる約2時間の楽
しいひとときがもたれた。開催校委員を引き受け
るのは初めてで、至らないところも多々あったと
思う。皆様方のあたたかなご協力に感謝したい。

特別講演要約

アイリス・マードックの衝撃

野　中　　　涼

私がマードックの小説に奇妙な衝撃を受けたの
は1960年代の終わり頃です。当時高く評価されて
いたモダニズムの作品とちがって、風変わりな人
物がたくさん登場することに驚きましたが、語り
手がたえず何かを誤解するために、物語が次つぎ
思いがけない方向へ展開して、おそろしく複雑に
錯綜する状況が生みだされることにも驚きまし
た。
たとえば『網のなか』のジェイクは、パリ祭の
群衆に恋人の姿を見かけて追いかけ、追いつき、
声をかけると、それがまったく別人だったと知っ
て唖然とする。ベストセラーを狙うだけの凡作と
思いながら英訳してやっていたフランス人作家
が、あるときゴンクール賞をもらったと知って、
大変なショックを受ける。そういう思いちがい、
思いこみ、思いすごしの誤解の場面が、あまりに
多かったのです。
しかも彼女の語り口は、しばしば読者を瞬間的
に誤解させ、戸惑わせて、微笑をさそう。『鐘』
のドーラは、混みあった汽車の中で、老婦人が
立っているのを見ると「席は絶対ゆずらないわ」
と決心したとたんに、さっと立ちあがって、「ど
うぞ、ここにお座りください。私はすぐ降ります
ので」と笑顔で言う。『ブラック・プリンス』の
主人公は冒頭で、旅支度をととのえ、さあタク
シーを呼ぼうとすると、座って少し考えてみたく
なってしまって、「こういう癖をロシア人は一つ
の慣習だなんて得意がっているそうだ」とつぶや
きます。語りの戸惑いとも呼びたいこの癖は、似

た例にドストエフスキーの癖がすぐ思い浮かびま
すが、そこに影響関係があると示唆したのかどう
かはわかりません。
さらに人物たちの行動に常軌を逸している場合
が多い。『海よ、海』のチャールズ・アロビーな
どは、ストーカーのように人妻を待ち伏せした
り、台所の窓をこじ開けて侵入したり、ついには
拉致監禁までする。この厚かましい振る舞いはま
た『源氏物語』に似ていて、光源氏もよくまあ途
方もないことを平然とやってのけるなと思うとこ
ろがありますから、影響関係というより、かなり
大胆不敵な想像力のふてぶてしさをどちらも共通
に備えていた、と推定してみたくなります。
ところでマードックは、サルトル論や倫理哲学
の論考で、現実の複雑性、偶然性、還元不可能性
にもっと留意して表現すべきだ、と主張していま
した。これもモダニズム心酔者には一つの新鮮な
衝撃でした。彼女は人物たちに誤解の紆余曲折を
たどらせることで、いかにも自然に現実の混沌を
描きだし、ユーモラスだったり、怪奇的だった
り、神秘的だったりする物語性豊かなフィクショ
ンの創作を可能にしていたわけです。
しかし威勢のいい論考の批判文には、いくぶ
ん性急な思いすごしの誤解がありはしなかった
か、という気が私などはしています。サルトルは
現実の還元不可能性を許せないので「現実は敵
だ、他者とは地獄だ、などと言う」とにがにがし
く指摘するけれども、彼の想像力論が認識作用
のメカニズムの限界を真剣に論究していたこと
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会計担当者から2014年の収支決算報告、ならび
に2015年の予算案、中間報告があり、了承され
た。また、5000円の賛助金を寄せてくださった新
入会員の有馬弥子氏に感謝の意が表された。
発表は全部で5本あった。中西ウェンディ

先生のご発表、 ‘The  Insider  Outsider  in  Iris  

Murdoch’s  Bruno’s  Dream  and  Kazuo  Ishiguro’s  
The  Remain  of  the  Day’ は、アイルランドに生
まれイギリスに育ったマードックと、日本に生ま
れイギリスに育ったイシグロがともに持つ自らの
アイデンティティに対する複雑な思いが、ブルー
ノとスティーヴンズという共通項の多いキャラク
ターを生み出したことを鮮やかに分析するもので
あった。インサイダーでありながらアウトサイ
ダーであるという立場の孤独と希望を追求したご
発表は聴衆の心を強く惹きつけた。
アメリカ、特にアジア系アメリカ文学に造詣が

深い有馬弥子先生によるご発表、「ディアスポラ
としてのジャクソンがもたらす攪乱と解放」は、
ジャクソンとは誰なのかという出版当初からの議
論に新たな視点を加えるグローバルな大きさを
もったご発表だった。ジャクソンの中に南アジア
系ディアスポラの特性を見出す有馬先生の視点に
この小説の新たな可能性を発見する貴重な体験と
なった。
『ケルズの書』からの繊細で鮮やかな図像の
数々を散りばめたスライドを使われての井上澄子
先生のご発表、「The  Book  and  the  Brotherhood  
に描かれる連続性について」は圧倒的な美しさで
聴衆を虜にした。この小説の  “The  Book”  を聖
書と解釈された先生は、小説内にで執拗に登場す
る渦巻き、螺旋のイメージを拾い出し、この小説
の一見きわめて俗世的なストーリーが、実は『ケ
ルズの書』の宇宙観の表現であることを証明され
た。マードックの作品が、大胆な実験性と果てし
ない広がりを持つ『ユリシーズ』にも似た物語で
あることが紐解かれていく興奮に満ちた時間で
あった。ジョイスもまた、『ケルズの書』に強く
惹かれていた作家の一人であったということだ。
哲学をご専門にされているエスター・モンテ

レオーネ先生のご発表、‘Iris  Murdoch  and  the  

Women  Philosophers  of  Oxford’ は、マードック

の哲学を20世紀後半のオックスフォードを拠点と
する女性哲学者たちの思想史の中に位置づけよう
とするものであった。先生のご説明により、私た
ちはマードックの思想が精

インナーライフ

神生活を重要視する点
において同時代に主流であった論理実証主義とは
一線を画すものであり、そのスタンスが彼女の時
代にオックスフォード大学で活躍した多くの女性
哲学者たちと共通することを私たちは理解した。
「個」「善」「徳」という三つのキーワードと、こう
したキーワードを包み込む宗教という領域のマー
ドック哲学における重要性が示されたことで、聴
衆は改めてマードックの小説が彼女の哲学と密接
に絡み合い、結びついていることを確認した。
研究発表はフィオナ・トムキンソン先生によ

る ‘Are  Iris  Murdoch’s  foxes  Japanese?  Kitsuné  

myth  and  Zen  Buddhism  in  The  Philosopher’s  
Pupil  and  The  Message  to  the  Planet’ で締めく
くられた。マードックも知っていたかもしれない
という12世紀日本の狐に関する伝承と、彼女の2
作の小説に現われる狐や狐の比喩の類似性を指摘
しながら丁寧に構築された議論は、マードックの
みならず、外国人研究者の日本への深い関心を確
信させてくれた。総じてイングランドの知的中心
地に腰を据えて創作活動を続けたマードックが、
いかにグローバルな視野を持っていたかを再確認
させられる学会となった。
学会の最後を飾ったのは野中涼先生による特別
講演、「アイリス・マードックの衝撃」であった。
戦後日本において若者たちが心の渇きを潤すよう
に外国の小説にのめりこんでいった様子、そうし
た青年たちの一人であった先生ご自身の小説への
思いが、報告者の目には映画かドラマをみている
ように映し出された。1970年代生まれの報告者
は、日本人の活字離れがメディアの関心すら呼ば
なくなるほど当たり前になってから生まれた世代
だ。先生が紡がれるお話は異世界のものであり、
惹きこまれた。人間の「善」を信じそれを説く
マードックを読むに至るまでの、戦争を経験した
ものであるが故の葛藤、読んでみて受けた衝撃、
そして途方もない想像力が生み出すありえないプ
ロットに対するちょっとした失望と、現実の些細
なものの価値を認めるモダニズム小説への関心の
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also  haunted  by  foxes  and  their  mysterious  and  sometimes  sinister  presence  in  the  
garden  of  Bellmain  is  associated  with  the  appearance  of  a  female  ghost  in  a  gingko  
tree  and  culminates  in  a  violent  confrontation  between  Alex  and  her  servant  Ruby,  who,  
superstitious  about  the  foxes,  has  arranged  for  them  to  be  gassed;  they  are  however  
reprieved  due  to  the  incompetence  of  the  local  council  in  their  attempt  to  eradicate  them.    

I  argue  that  the  apparently  distinct  threads  of  the  fox  theme  and  the  Japanese  
theme  in  the  novel  are  connected.  Firstly,  through  the  archetype  of  the  lost  fox-mother  
of  kitsuné  myth  which  Murdoch  might  have  encountered  through  Junichirô  Tanizachi’s 
‘Arrowroot’ and  which  is  instantiated  in  Tom  McCaffrey’s  vision  of  his  dead  mother.    
Secondly,  though  another  story  of  reprieved  foxes  in  a  12th-century  Japanese  folktale  
which  Murdoch  would  have  had  access  to  through  the  version  of  Royall  Tyler:  that  of  
the  householder,  Yasumichi,  who  is  determined  to  eradicate  the  mischievous  foxes  in  his  
house,  but  who  relents  after  the  fox  patriarch  appears  to  him  in  a  dream.    

The  connection  between  the  fox  and  Japanese  spirituality  is  reinforced  in  A  Message  
to  the  Planet,  another  fox-haunted  novel,  in  which  I  believe  Murdoch  is  referencing  
the  wild  fox  koan  of  The  Gateless  Gate （Mumonkan）:  Marcus  Vallar  is  described  both  
as  someone  who ‘is  a  koan’ and  who  dies  the ‘death  of  a  fox’ （he  in  fact  attempts  
to  gas  himself  as  the  foxes  in  The  Philosopher’s  Pupil  would  have  been  gassed.） One  
philosophical  aspect  of  this  koan  is  whether  one  should  deny  the  power  of  causality;  I  
believe  it  is  no  coincidence  that  both  the  novels  discussed  here  end  with  deaths  with  
ambiguous  causes,  and  in  the  case  of  Vallar  with  the  question  as  to  whether  his  death  
was  completely  out  of  the  realm  of  ordinary  physical  causation.      

Finally,  I  argue  that  in  The  Message  to  the  Planet  and  The  Book  and  the  Brotherhood  
we  have  references  to  the  Edo  legend  of  the  evil  nine-tailed  fox,  Tamamo-no-mae,  and  
that  the  standing  stones  in  these  novels  can  be  seen  as  sesshoseki,  or  Japanese  foxes  in  
disguise.  

寄稿欄

室谷洋三先生、瑞宝中綬章受賞

塩　田　　　勉

ある日、岡山の「なかさんげ囲碁サロン」事務
局の佐藤真希という方から、室谷洋三先生が、長
年のマードック研究に対して、瑞宝中綬章を授与
されたので、お知らせしたいというニュースをい
ただいた。そういってはなんだが、妙なところか
ら知らせが来たもんだ、と思いながら、大きな封
筒をのぞくと、受賞のニュースを載せた4月29日

の『山陽新聞』と、写真が同封されていた。
『山陽新聞』の「岡山市民版」をみると、受賞
者たちのトップに室谷先生が、「人間愛を訴え
た現代英国の代表作家アイリス・マードックさ
ん（1999年没）の研究に没頭。精神的自由の獲得
をテーマにした論文を日英両国で出版し、98年
には国内研究者による学会を立ち上げた。（以下


